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本日、ここに平成１９年３月市議会定例会を招集し、新年度予算のご審

議をお願いするにあたり、今後の市政に臨む私の所信の一端と予算の大綱

を申し上げ、議員各位並びに市民の皆様のご理解とご協力をいただきたい

と存じます｡ 

 

平成１７年から２年間にわたる市制施行１００周年記念事業「とよはし

１００祭」は、多くの記念事業やイベントに、市民の知恵と熱い思い、地

域の活力が結集され、新しい時代へと躍動する豊橋を予感させる大きな盛

り上がりの中、終了することができました。これまで進めてきた市民主役

の、協働・協創のまちづくりの集大成とも言うべき大きな成果があったも

のと考えております。 

とりわけ、地域の皆様の努力の結晶である「豊橋校区史」の作成や地域

イベントの成功は、これまでの本市の歴史の中でも画期的なことであり、

こうした取り組みを通して、歴史と伝統を継承するとともに、地域の人材

や資源を再発見し、次なる時代を創造する地域の団結力が大いに高まった

ものと考えております。改めて、ご参加、ご支援いただいたすべての方々

に感謝申し上げますとともに、敬意を表する次第であります。 

新年度は、いよいよ次の１００年に向け、新たなまちづくりのスタート

の年となります。豊かな自然に恵まれ、先人たちが築き上げた豊橋を舞台

に、１００周年で得た自信と誇りを持って、夢と希望あふれる輝かしい未

来の創造に向け、一歩一歩着実に、そして力強く前進してまいりたいと、

決意を新たにしているところであります。 
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もとより、「まちづくりは人づくり」であり、人を大切にすることが行

政の原点と考えます。市政に携わる者は、常にこのことを念頭に置き、皆

様の声に耳を傾け、市民にとって最善、最良の道を選択しなければなりま

せん。魅力ある住みよいまちとは、心を大切にする温かいまちであり、生

活関連施設や都市基盤が整備され、活発な産業に支えられた活力あるまち

であると考えます。この豊橋が、笑顔で安心して暮らせるまち、いきいき

と躍動するまち、さらに、未来に羽ばたく「日本一住みよいまち」となる

よう、全力を尽くす所存であります。 

昨年１２月には、市民協働の基本理念や市民と市の役割などを定めた

「市民協働推進条例」を制定するとともに、世界に開かれ、世界に友人を

持つ豊橋、平和を希求する豊橋をめざす「平和・交流・共生の都市」を宣

言いたしました。新年度は、これらを実効あるものとするため、外国籍市

民との相互理解を深めるとともに、地域におけるまちづくりの中心である

住民組織との連携強化やＮＰＯなど市民団体への活動支援制度の創設など、

協働と共生のまちづくりを進めてまいります。また、こうした取り組みが

互いを尊重し合う心を育み、豊橋が平和を尊ぶまちとなるよう、心から願

っております。 

また、我が国の少子高齢化、人口減少時代への流れは止まらず、情報化、

国際化の進展と併せ、社会構造の変化が急速に進んでおります。こうした

時代の変化は、市民生活や地域、行政のあり方にも大きく影響を及ぼすも

のであり、地方自治体としても真正面から取り組まなければならない重要

な課題であります。これまでの枠組みや既成概念にとらわれず、新たな発
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想と柔軟な対応が求められており、豊橋の将来あるべき姿を見据え、より

積極的な施策の展開を図ることが必要であります。 

私は、社会正義、道理の通る地域社会をつくることを政治家としての責

務と考え、公正・公平の市政を基本に、市民の皆様との信頼のもと、連携

と協働のまちづくりに取り組んでまいりました。地方分権も新時代に移行

し、道州制など国と地方のあり方をめぐる議論も本格化してまいります。

まさに、自治体主体の時代の到来です。こうした時代こそ、「自分たちのま

ちは、自分たちで創る」との気概と情熱を持ち、新たな未来の創造に果敢

に挑戦してまいりたいと考えております。 

「単なれば則ち折れ易く、衆なれば則ち摧
くだ

け難し」と言われます。人と

人、人と地域、地域と行政の接点をさらに拡げ、信頼の絆を確固たるもの

とし、そのことによって市民主体、地域主体のまちづくりが形あるものと

して実を結ぶものと考えます。協働・協創の１００周年で得た経験と自信

は、必ずや次なる時代の発展と飛躍につながるものと確信しております。

「笑顔がつなぐ緑と人のまち・豊橋」をめざし、市民が主役の、市民とと

もに夢を育む「協働・協創のまちづくり」に全力を傾注してまいります。 

 

以上が、市政運営に臨む私の所信の一端であります。以下、新年度にお

いて重点的に取り組む施策とその基本的な考え方について申し上げます。 

 

第１は、「協働・共生のまちづくり」であります。 

１００周年で発揮された市民の協働・協創のエネルギーを決して一過性
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のものとすることなく、次の時代のまちづくりに継承し、活かしていくこ

とが重要と考えます。協働のまちづくりの推進窓口となる「市民協働推進

課」を新設するとともに、市民協働推進条例に基づき、公益的社会貢献活

動を行う市民団体に対する支援制度や協働事業の提案、募集制度を創設い

たします。さらに、ネクスト１００市民会議を設置し、「とよはし１００祭」

に参加された方のご意見を伺う中、その成果を新しいまちづくりにつなげ

る方策等について検討してまいります。 

また、市民の国際交流・国際協力に対する意識を高めるため、市民サロ

ンを国際交流協会に設置するほか、海外協力交流研修員の受け入れなど、

交流による国際理解の推進に努めます。さらに、増加する外国籍市民への

対応として、児童の保育園生活を支援するための通訳を配置するほか、地

域において外国籍児童の学習などを支援するアフタースクール事業や外国

籍市民とともに多文化共生を考える懇談会など、新たな取り組みに着手し、

共生社会の実現に努めます。 

 

第２は、「将来を担う人づくりの推進」であります。 

子どもたちは豊橋の大切な宝であり、未来への架け橋です。やさしさと

思いやり、自立心を持ち、２１世紀をたくましく生き抜く豊橋っ子になっ

てほしいと願い、その環境づくりに全力で取り組みます。 

保育所では、延長保育や障害児保育などの特別保育事業を充実するとと

もに、私立幼稚園の地域活動や施設整備に助成するほか、保育料の見直し

や私立幼稚園就園奨励費の増額など、保育環境の整備と保護者負担の軽減
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に努めます。また、放課後児童対策として、公立児童クラブの増設と施設

整備を進め、民間児童クラブに対する補助金も増額いたします。 

次に、英語教育推進特区の取り組みでは、中学校に続き小学校において

も、外国人英語指導員やスクールアシスタントを増員して英会話の授業時

間を大幅に拡大し、小中一貫した「英会話のできる豊橋っ子」の育成に努

めます。また、急増する外国籍児童生徒への対応として教育相談員を増員

するとともに、中国語などのバイリンガルボランティアを活用する制度を

新たに整え、きめ細かな対応をしてまいります。さらに、柔軟な教育活動

と特色ある学校づくりをめざす二学期制を全小中学校で実施するとともに、

職業体験学習などを通して子どもの将来の夢を育み、働くことの大切さを

学ぶ「ワクワク・ワーク・イン・とよはし推進事業」を展開いたします。 

また、子どもを中心とした新たな交流拠点となる「こども関連施設等」

でありますが、建設工事や展示物の製作を進めるとともに、運営プログラ

ムの作成やボランティアの研修、プレイベントの開催など、平成２０年７

月の利用開始に向け万全の準備をしてまいります。 

 

第３は、「安全・安心のまちづくり」であります。 

市民の生命と財産を守り、市民生活の安全・安心を確保することは、行

政としての重要課題と受け止め、その対策に全力で取り組みます。 

平成１９年度までの５か年で計画的に進めている防災対策事業につき

ましては、小中学校の耐震補強工事や耐震性防火水槽、市内一斉通報用防

災無線（前期）の整備を完了させるとともに、災害時の対策本部となる市
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庁舎西館の耐震補強工事を実施いたします。また、木造住宅の無料耐震診

断や改修費への助成を継続するとともに、講習会などを通して市民、事業

所等への啓発を進めるなど、引き続き防災意識の高揚に努めてまいります。 

次に、防犯対策でありますが、「安全で安心なまちづくり推進条例」の

施行に合わせ、防犯活動推進指導者等を増員し、市民向け防犯講座と空き

地・空き家対策などの充実に努めます。さらに、全校区に拡大する子ども

見まもり隊や自主防犯団体への支援を強化するとともに、地域で防犯活動

に取り組む方々への対応として、ボランティア活動保険にも加入すること

としております。 

また、保健・福祉・医療の一体的な機能を有する保健所・保健センター

及び地域療育センター（仮称）でありますが、ＰＦＩ手法により建設・運

営事業者を定め、計画的に整備を進めてまいります。 

 

第４は、「地域経済活性化と活力あるまちづくり」であります。 

 地域経済を支える活力ある産業の振興と都市基盤の整備は、躍動し発展

するまちの原動力であります。中心市街地の活性化では、引き続き東口駅

南土地区画整理事業における鉄道施設等の移転と南口自由連絡通路の建設

を進めるとともに、新たにペデストリアンデッキの建設工事に着手するほ

か、渥美線新豊橋駅改善事業や東口駅南地区の民間再開発事業に助成いた

します。また、駅前大通一丁目地区及び広小路三丁目Ａ地区の再開発事業

に対しても引き続き支援してまいります。 

 次に、地域をリードする元気な産業づくりをめざす「産業振興プラン」
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の推進では、販路開拓事業やＩＳＯ 規格認証取得事業の助成対象を拡充

するとともに、創業者支援制度を創設し、中小企業の振興と新規産業の創

出に努めます。また、次世代型とよはし農業創造計画の推進として、バイ

オマス資源の有効利用を進めるとともに、食と農をテーマに、農工商の連

携により新たな価値創造をめざす「食農産業クラスター事業」に取り組む

ほか、商店街のにぎわい創出など、総合的な産業振興施策の一層の推進に

努めてまいります。 

さらに、産業、物流の拠点である三河港の港湾機能強化に向け、大きな

課題となっておりました２基目のガントリークレーンが設置されますこと

から、三河港豊橋コンテナターミナルを管理運営する新たな組織を、田原

市及び経済界、関係企業との協力により設立いたします。また、特定重要

港湾昇格に向け、なお一層の取り組みを進めてまいります。 

 

第５は、「広域連携の推進」であります。 

東三河は、古来より豊川を「命の水」として、生活、文化、経済などあ

らゆる分野で一体的に発展してまいりました。この地域の重要課題であり

ます水資源の確保に向け、進展が予想されます設楽ダム建設事業の促進に

対し、誠意を持って対処してまいりますとともに、水源林保全流域協働事

業などによる森林の保全につきましても、引き続き東三河各市町村と連携

して取り組んでまいります。さらに、幹線道路の整備でありますが、本年

度策定いたしました三河港周辺地域産業幹線道路ビジョンに基づき、関係

市町や経済界との連携を深め、意欲的に対応してまいります。 
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また、この４月には、東三河地域の４つの農業共済組織が統合し、東三

河農業共済組合としてスタートいたします。市町村合併の進展など地域の

枠組みが大きく変化する中、これまでの連携・協力を一層強固なものとし、

広域共同圏域としての一体的な対応を図ることにより、更なる発展と飛躍

を展望してまいりたいと考えております。 

 

以上が、重点的に取り組む施策と基本的な考え方でありますが、この豊

橋には、限りない可能性と活力があります。私はそれらを引き出し、新た

な市民主体、地域主体のまちづくりを進めることが行政としての役割、未

来への責任だと考えます。新年度予算は、新しい時代に立ち向かう勇気と

情熱を持って、新たな１００年へ、百尺竿頭に一歩を進める「安心・共生・

協働型」予算として編成したものであります。 

 

以下、第４次総合計画の政策別に、主要な事業の内容についてご説明申

し上げます。 

 

第１の政策体系、『魅力と活力あふれるまち』についてであります。 

最初に、産業の振興であります。農工商バランスの取れた産業構造の特

性を生かした総合的な取り組みが必要と考えます。安全安心な農産物づく

りへの支援や認定農業者など担い手育成策を充実するほか、土地改良事業

や農地等の適切な保全管理を進める地域共同活動を大幅に拡充するととも

に、遊休農地の解消に向け新たな助成制度を設けるなど、優良農地の保全
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と基盤整備に取り組みます。 

また、都市エリア産学官連携促進事業への助成や企業立地促進条例の改

正による立地奨励金制度の充実など、産業の高度化と企業誘致の推進に努

めてまいります。さらに、制度融資では、信用保証料の助成対象に新たに

創業支援資金を加えるとともに、小規模事業資金制度を創設し、中小企業

への支援を強化いたします。 

次に、総合動植物公園では、サルデッキの建設に取り組むとともに、年

間の定期入園券や園内バスの一日乗車券を新設するなど、魅力的な公園づ

くりと利用者サービスの向上に努めてまいります。そのほか、総合文化学

習センター（仮称）につきましては、芸術ホールの建設に向けＰＦＩ導入

可能性調査を実施するとともに、国際交流の推進では、南通市との友好提

携２０周年を記念した訪問団の交流を行います。 

 

次に、第２の政策体系、『健康で安心して暮らせるまち』についてであ

ります。 

保健事業では、糖尿病抑制運動をはじめとした健康のまちづくり事業を

継続するとともに、前立腺がん検診の対象年齢拡大や不妊治療費助成の充

実により、市民の健康づくりを支援してまいります。また、公衆浴場の確

保と経営への支援として経営健全化補助金を増額いたします。さらに、市

民病院事業では、医師・薬剤師の増員や医療機器の整備、救命救急センタ

ーの施設改良工事などに取り組み、安全で信頼される医療の提供と患者サ

ービスの向上に努めます。 



 10 

次に、障害を持つ方々の自立支援への取り組みでは、通所・在宅利用者、

障害児世帯に対する国の利用者負担軽減の拡大に合わせ、グループホーム

等の運営費助成や市独自の利用者負担軽減策の充実を図るなど、できる限

りの対応をしてまいります。また、総合老人ホームつつじ荘のデイサービ

ス利用時間の延長や「集団生活に配慮が必要な子」のための保育所・幼稚

園巡回相談事業の実施など、支援を必要とする方への対応を充実してまい

ります。なお、地域の福祉活動の拠点となります西部地域福祉センター（仮

称）でありますが、併せて西部、北部窓口センターを統合整備することと

し、用地取得と実施設計に取り組んでまいります。 

 

次に、第３の政策体系、『個性的でいきいきと暮らせるまち』について

であります。 

吉田方中学校移転新築事業では、平成２０年４月の開校に向け校舎建設

工事を進めるとともに、屋内運動場等の建設に着手いたします。また、吉

田方小学校の整備でありますが、地域の皆様のご理解により通学区域制度

の見直しを行い、児童数の増加が緩和されることとなりましたが、増築ま

での緊急対応として、仮設校舎を整備してまいります。そのほか、中学校

の校舎改築事業や大規模改造事業など、安全な学校づくりにも配慮いたし

ます。なお、北部学校給食共同調理場の改築につきましては、用地取得と

民間資金等活用調査に取り組んでまいります。さらに、豊橋公園内の市民

プール整備に向け管理棟の実施設計を行うほか、市民文化会館の計画的な

改修や自然史博物館中生代展示室の展示改装にも取り組みます。また、南
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地域図書館の整備でありますが、建設に向けた検討を進めてまいります。 

 

次に、第４の政策体系、『緑豊かで快適に暮らせるまち』についてであ

ります。 

土地区画整理事業では、牛川西部及び柳生川南部の組合に引き続き助成

するとともに、市施行の牟呂坂津地区では、宅地造成や道路築造などを進

めます。また、公営住宅では、植田住宅第２期の建替工事に着手するとと

もに、新植田住宅建替えのため用地測量を行います。 

さらに、地域公共交通の活性化に向け、路面電車の停留場改良事業に助

成するとともに、地域公共交通活性化基金の新設や「バスの日イベント」

の実施により、市民、事業者、行政が一体となった取り組みを進めてまい

ります。 

次に、水道事業ですが、地震防災対策として配水管の耐震化に継続して

取り組むとともに、下条給水所の設備改良工事などを実施し、安定給水と

安全な水の供給に努めてまいります。 

下水道事業では、第７次拡張事業として大岩・二川地区の管渠整備、中

島処理場分流施設、下地ポンプ場などの整備を継続するほか、地震防災対

策として、処理場及び避難施設周辺の管渠施設の耐震補強工事を行います。

また、地域下水道事業では、石巻高井地区及び大山地区の整備を進めると

ともに、地震防災対策として、管渠施設の耐震補強工事を行います。 

 

次に、第５の政策体系、『安全で住みよいまち』についてであります。 
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廃棄物最終処分場の整備では、既設処分場の拡張工事を実施するととも

に、新規地区の処分場整備に向け、発注仕様書の作成に取り組みます。ま

た、資源化センターでは、１、２号炉の安定稼働と３号炉の計画的な改修

に取り組むとともに、いよいよ１０月には余熱利用施設が完成いたします。

エコビレッジ基本構想の中核施設として、健康づくりに、また、地球温暖

化など環境を考える場として、大いにご利用いただきたいと考えておりま

す。 

次に、海岸保全事業では、高豊漁港の離岸堤設置工事や二川漁港の漁村

コミュニティ基盤整備事業を継続するとともに、消波堤の改良方法につい

ても引き続き検討してまいります。 

なお、消防体制の整備として、前芝出張所の救急消毒室設置や水槽付消

防ポンプ自動車等の車両整備に努めてまいります。また、豊橋市女性防火

クラブが愛知県代表として全国女性消防操法大会へ出場いたします。女性

防火クラブが消防力強化の一翼を担うものと大いに期待いたしております。 

 

以上が新年度に実施する主要な事業でありますが、本格的な税源移譲と

地方分権の新たな展開に向け、足腰の強い安定した行財政基盤の確立と将

来を見通した健全な財政運営が必要と考えます。 

新年度の予算編成では、厳しいシーリングと枠配分方式による徹底した

歳出の見直し、行政評価を活用した事業の選択と重点化、さらには職員定

数の削減や職員健康保険組合の保険料負担割合の見直しなど総人件費の抑

制に取り組むことにより、限られた財源を必要な分野に集中し、行政サー
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ビスの質の向上と効率的で効果的な行財政運営に努めております。また、

経営改革プランを着実に実施し、不断の行財政改革に取り組んでまいりま

す。 

 

以上、これまでご説明申し上げました施策を盛り込み編成いたしました

新年度予算は、一般会計は１，１０３億円 

      特別会計は  ９０１億３，４００万円 

      企業会計は  ４７４億６，１００万円 

全会計では２，４７８億９，５００万円となっております。 

 

議員各位をはじめ市民の皆様には、今後とも市政に対する深いご理解と

ご協力をお願い申し上げ、予算大綱説明とさせていただきます。 

 

― 補正予算 ― 

 

続きまして、平成１８年度の補正予算を説明させていただきます。 

今回、一般会計は、１８億  ７７３万５千円の増額 

   特別会計は、 ４億２，１３７万３千円の増額 

   企業会計は、 債務負担行為の補正 

   合計では、 ２２億２，９１０万８千円の増額補正をお願いする

ものであります。 
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以下、主な内容につきましてご説明申し上げます。 

 

災害対策費を中心とする国の補正予算成立に伴い、今回、中学校施設整

備事業、街路事業、下水道事業及び後期高齢者医療制度創設準備費におい

て内示を得ましたので、平成１９年度事業を前倒しして実施し､事業進捗と

地域経済の活性化に努めてまいります。なお、今回の補正予算を含め、年

度内執行が困難な事業につきましては、繰越明許費を設定しております。 

また、生活保護費が当初予定を上回る見込みから増額をお願いするほか、

職員の退職者数増加に伴う退職手当につきましても増額しております。  

さらに、今回も篤志の方からのご寄附を、ご意向に沿い、文化振興基金

及び福祉振興基金へ積み立てるほか、老人福祉センターの設備整備、こど

も関連施設等のモニュメント製作に活用させていただきます。なお、歳入

では、本年度の収支見通しを踏まえ、将来負担の軽減を図る観点から、臨

時財政対策債を大幅に減額しております。 

このほか、国民健康保険事業では、医療費の増加に伴う保険給付費及び

後期高齢者医療制度創設に伴う電算システム改修費の補正を、介護保険特

別会計においても同様の電算システム改修費の補正をお願いしております。 

 

以上が今回の補正予算の主なものでありますが、このほか、今議会には

多くの条例案や単行案を提出しております。詳細につきましては、議事の

進行に伴い、関係部課長からそれぞれ説明させますので、よろしくお願い

いたします。 






